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ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 奥池町自治会  目 標 工事業者へ啓発し安全対策の実行依頼 
     

実施時期 令和６年１０月～令和７年１０月  参加人数 １３名 
     

実施場所 奥池集会所  事業費 - 
     

協力・連携・パートナー 

建設会社５社、工事依頼主１名、自治会２名 

 連 絡 先 

奥池町自治会会長 香川 裕行 

 

                         

                      

    

                         

  

                

                  

 

 

 

 

 

活動の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望・課題 

 

        

  

取組みの概要と成果 位置図 

（地図） 

 

 

【対策】自治会が担当する地区内での建築物工事等の変化を注視することにした。 

取 組 み の 名 称 【 １ ①  地 域 内 各 所 で 啓 発 活 動 を す る 】 

【経緯】 

ライト坂の過去のフェード現象事故の出発地

点の多くが奥池地区であることから、奥池町での

工事に際し、工事業者と「開発及び建築工事協定」

を締結する場で、過去の事故の説明をし、車輛整

備やドライバーへの注意喚起などを依頼し、協定

書を締結している。 

【検討】 

建築物の新築、増築、改修では市への届け出が

義務付けられているので、協定書の締結の連絡が

あるが、解体のみの場合連絡なしがあった。 
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ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 山手町町内会  目 標 自転車のマナー啓発 
     

実施時期 2025.7～  参加人数 - 
     

実施場所 ライト坂西側歩道（主）  事業費 - 
     

協力・連携・パートナー 

子育て応援団山手ブロック 

 連 絡 先 

山手町町内会 山田 陽子 

 

                         

                      

    

                         

  

                

                  

 

 

 

 

活動の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望・課題 

        

  

取組みの名称【１① ライト坂自転車通行を安全に】 

取組みの概要と成果 

・歩道内で登校時に自転車と人との接触事案が 
発生（2025.7） 

・それを受けて警視庁による「自転車に正しく 
乗ろう」を共有し、自転車安全利用五則を確 
認した。 

・通学時間に複数人で見守りを続け、該当車両 
には口頭で注意を促す。 

・学校園の保護者にも協力を要請 
 

 
 

 

位置図 

（地図） 

 

・通学路を見守るかのようなシンボルツリーの大楡の木と大楠   ・今後参考にしたい、「おしチャリ」活動 

より安全な道路として大切に使えるよう、ライト坂での自転車安全利用について、新学期などに町 
内にアピールしていく。今後歩道には「押しチャリ」を推奨したい。 
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ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 旧三条小学校区内自治会・町内会  目 標 歩行者（特に児童）の安全登下校 
     

実施時期 通年（休校時を除く）  参加人数 １名 
     

実施場所   事業費  
     

協力・連携・パートナー  連 絡 先 

 

                         

                      

    

                         

  

                

                  

 

 

 

 

 

 

活動の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望・課題 

 

        

  

取組みの名称【３② 通学路での見守りを継続する】 

取組みの概要と成果 

ライト坂強化ガードレールの取付け及びライト 
坂西側歩道側溝ふた（グレーチング）設置によ 
り歩行者の安全通行が確保されている。 

位置図 

（地図） 

 

 

できる限り安全登下校の見守りを続けたいが、今後ボランティアの確保が課題。 
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ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 山手コミュニティスクール  目 標 ― 
     

実施時期 令和6年11月12日、令和6年12月7日  参加人数 ― 
     

実施場所   事業費 ― 
     

協力・連携・パートナー 

― 

 連 絡 先 

― 

 

                         

                      

    

                         

  

                

                  

 

 

 

 

 

活動の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望・課題 

 

   

取 組 み の 名 称 【 1 ①  地 域 内 各 所 で 啓 発 活 動 を す る 】 

取組みの概要と成果 

11月12日 

 コミスク会議（山手小学校内）にて、自治会や

各団体からの参加者へライト坂安全協議会内

容の報告、ライト坂安全ビジョン・ライト坂ニ

ュースを配布 

 山手小学校内、保護者が手に取れるよう記載。 

12 月 7 日 

 コミスク連絡協議会内にて報告、2 紙配布。 

位置図 

 

 

 

-4-



-5-



ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 芦屋市青少年育成愛護委員会  目 標 ライト坂を使う児童生徒の見守り 
     

実施時期 月 6 回程度  参加人数 10 人程度 
     

実施場所 ライト坂西側歩道、開森橋  事業費  
     

協力・連携・パートナー 

 

 連 絡 先 

 

             

 
             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・愛護活動として、月平均 6 回程度、登下校見守

りを実施した。 
・危険な箇所は、その都度関係機関に連絡をし

た。 
（車止めボラードの破損、民家のブロック塀の破

損、グレーチング下の落ち葉で雨水が溢れる) 
・通学中の児童が危ない行為をしたり、異変があ

ったときは、その度に学校や PTA、地域委員会

に報告をした。 
（通学路ではない東側歩道を歩く、グレーチング

の上を滑って歩く車道を横断する、気分の悪く

なった子どもがいる、など） 
・また、学校、PTA、地域委員会からの情報を山

手班の愛護委員で共有した。 
 

取組みの概要と成果 位置図 

（地図） 

取組みの名称【１① 地域内適所で啓発活動をする（西側歩道の登校見守り）】 
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ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

活動の写真 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

今後の展望・課題 

今後も登下校の見守りを続けることと、ライト坂の事故や安全対策のことを愛護委員に共有して

いく。 

 

        

  

-7-



ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 「ライト坂」の交通安全対策を求め

る会 甲南高中  

 目 標 フェード防止熱感知装置の車輛搭載 

     

実施時期 2024年10月～2025年9月  参加人数 延べ10名 
     

実施場所 芦屋、堺  事業費  
     

協力・連携・パートナー 

山手町町内会 

 連 絡 先 

小森  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望・課題 

 

        

 

トラック・バス製造企業国内 4社は 2026 年度までに二つに統合されて、国内のシェアのほぼ 100％を占める。 

そのうちの現・UD トラックス（株）だけが、前後輪に既にブレーキ温度の冷却に優れたディスクブレーキを

搭載したトッラクを 2019 年から販売しているが、維持管理を含めたコスト高が原因（約 2 割高）で売れ行きは

芳しくない。 

他メーカーは従来通り、前輪をディスク、後輪をドラムブレーキ、又は前後輪ドラムブレーキを採用してお

り、前後輪をディスクブレーキにする動きはない。 

また、私たちが望む「運転席でドラムブレーキの温度を知ることができる計器の設置」に関しても、コスト

が割高になることを理由に、各社がブレーキメーカーに発注するということは期待できない。一方、ブレーキ

メーカーは受注すれば製造は可能であり、既にデンソーは、度重なるトレーラー最後輪のブレーキ部分からの

発火・火災を経て、トレーラーメーカーからの発注を受け温度感知システムを製造・販売している（※写真）。 

普通のトラック・バスのドラムブレーキ温度感知システムの導入義務付けには、法令による義務付けによる他

ないと考え、国会議員との面談・申し入れを行ったが、「フェード現象」による事故の撲滅の成果は「事故が

なくなる」ことであり、即ち「誇れる成果」は見えず、票に結び付かない陳情には政治家は前向きにならない。 

そこで、残された現実的な方法は、自動車教習所での教習時に坂道を下る運転の実地教習を組み込み強化して

頂くこと、また免許証更新時に「フェード現象」の危険性を徹底、周知して頂く他ないと考える次第である。

普通免許証を保持している人が大型免許取得時に、教習所で「フェード現象」を学ばずに取得している現実が

ある。 

取組みの名称【５ 機器の開発を促す】 

取組みの概要と成果 

運転者への警告と表示 

トレーラ前端に設置した警告インジケータでバックミラー越しに警告する。 

 

 

自動車教習所での教科内容は県警本部の組織内で決定、指示できるものと理解しており、上記の提案を兵庫県下で率 
先して実施して頂き、この方針を全国の警察組織に広めて下さることを期待するものである。 
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団体名 芦屋市  目 標 窓口で啓発する 
     

実施時期 令和６年１２月～配布  参加人数 奥池地区の工事申請者を対象 
     

実施場所 芦屋市道路・公園課窓口  事業費 ０円（コピー代） 

     

協力・連携・パートナー 

なし 

 連 絡 先 

芦屋市道路・公園課 ０７９７-３８-２１１８ 

 

 

 

 

            【表】                      【裏】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 み の 名 称 【 １ ③ 地 域 や 行 政 窓 口 で 地 域 内 で の 工 事 業 者 へ 啓 発 す る 】 

取組みの概要と成果 

【概要】奥池地区での道路占用及び建築物建築届（建築等工事する際に提出する書類）の申請書類を提出された方

に対し、書類返却時にフェード現象を啓発するチラシを添付し返却する。 
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団体名 芦屋市  目 標 窓口で啓発する 
     

実施時期 令和７年３月～掲示  参加人数 来庁者 
     

実施場所 芦屋市道路・公園課窓口  事業費 ０円 

     

協力・連携・パートナー 

芦屋警察署 

 連 絡 先 

芦屋市道路・公園課 ０７９７-３８-２１１８ 

 

 

 

 

                                   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

取 組 み の 名 称 【 １ ③ 地 域 や 行 政 窓 口 で 地 域 内 で の 工 事 業 者 へ 啓 発 す る 】 

取組みの概要と成果 

【概要】来庁された方に対し、フェード現象事故に関する啓発と及び県道奥山精道線が「フェード現象重点対策路

線に指定されたことをPRするために兵庫県警が作成されたポスターを掲示。 
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ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 芦屋交通安全協会  目 標  
     

実施時期   参加人数  
     

実施場所   事業費  
     

協力・連携・パートナー  連 絡 先 

 

                         

                      

    

                         

  

                

                  

 

 

 

活動の写真 

         

            

今後の展望・課題 

 

    

取組みの名称【１① 地域内適所で啓発活動をする】 

取組みの概要と成果 

(啓発活動 17 回) 令和 5年 7月～令和 7 年 7 月迄 

                     17 回 

 

(協議会出席 3 回) 令和 5年 11 月・令和 6 年 3 月 

                 令和 6年 9月 

 

(勉強会 2 回)     令和 6年 1月・令和 6 年 2 月 

 

(学校安全対策)   令和 5年 7月 甲南高等学校 

 学校訪問     山手中学校・山手小学校 

          岩園小学校・朝日ケ丘小学校 

 

(県会議員訪問)   令和 5年 8月 青山県会議員訪問 

 

位置図 

（地図） 
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ライト坂交通安全対策・取組活動報告表 

 

 

 

 

団体名 兵庫県建設業協会神戸支部  目 標  
     

実施時期   参加人数  
     

実施場所   事業費  
     

協力・連携・パートナー  連 絡 先 

 

                         

                      

    

                         

  

                

                  

 

 

 

活動の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の展望・課題 

 

        

  

取組みの名称【２②ライト坂の状況を 知らない運転手に 啓発する】 

取組みの概要と成果 

役員会及び総会において、会員に対し、「ライ 
 ト坂安全ビジョン（令和6年９月）」を配布す 
るとともに、長い下り坂でのエンジンブレーキ 
使用等を社員のほか協力会社を含めて周知する 
ように依頼。 

位置図 

（地図） 
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